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直轄工事における事故発生状況① （平成18年度～令和２年度）

2

工事事故発生件数（労働災害及び公衆災害）
平成18年度～令和２年度

死傷者数（労働災害及び公衆災害）
平成18年度～令和２年度

○ 令和2年度の労働災害及び公衆災害の全体件数や公衆災害（物損）の事故発生件数は、数年間連続で減
少傾向にある。

○ 一方、令和2年度の労働災害の事故発生件数は236件であり、昨年度より20件増加した。

○ 令和2年度の労働災害及び公衆災害による死亡者数や負傷者数（休業1～3日）は、昨年度から減少した。
○ 一方、令和2年度の負傷者数（休業4日以上）は110人であり、昨年度より9人増加した。
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直轄工事における事故発生状況② （平成18年度～令和2年度）

3

事故発生件数 平成18年度～令和2年度

死傷者数（休業4日以上） 平成18年度～令和2年度

【事故発生件数】（令和2年度）
○ 重機事故（クレーン以外）が前
年度18件に比べ30件に増加し
た。重機事故（クレーン関係）
も前年度5件から10件に増加。

○ 飛来落下は、前年度に比べ1
件増加した。

○ 墜落事故（足場から）は、前年
度に比べ1件減少し、墜落事
故（法面から）は前年度と同じ
であった。

【死傷者数（休業4日以上）】
（令和2年度）

○ 飛来落下の死傷者数が昨年
の9人から15人に増加した。

○重機事故（クレーン関係）は前
年度に比べ3人増加。

○墜落事故（足場から）は、前年
度に比べ4人減少し、墜落事
故（法面から）は、昨年度と同
等の4人。

[事故発生件数及び死傷者数の内訳]
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バックホウに近づき転倒してキャタピラーに轢かれて被災 （負傷事故：休業4日以上）

4

【事故発生状況】
片付け作業で、バックホウの吊具を用いて、
１ｔローラーを仮置き場まで運搬していた。
運搬中に１ｔローラーが動揺し、近くにいた
被災者が近づいたところ、転倒した。
バックホウのオペレータは近づく被災者が
見えなくなったため、離れたと思いバックホ
ウを前進させたところ、被害者の左足を右
側のキャタピラーで轢いた。

①日 時 ： 令和2年5月23日 （土）

② 作業内容： 片付け作業 【河川土工（盛土工） 工事】

③ 事故内容： バックホウで吊運搬していた１ｔローラーの動揺をとめるため、近づいた作業員が転
倒して左足をキャタピラーで轢かれた。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例1 建設機械の転倒、下敷、接触、衝突・労働災害

【事故発生原因】
重量及び形状に適した運搬車両を選定し
なかったこと
吊りに範囲内の立ち入り指示を徹底しな
かったこと



バックホウが法面から転落した物損事故 （物損事故）

5

【事故発生状況】
残土盛土上のバックホウが法肩に寄って
いたので移動しようとした。
キャタピラを切り返すために一旦バックホ
ウを後進方法に動かしたところ、横転した。
誘導員は、バックホウオペレーターに持ち
場を離れることを無線で伝えて離れていた。

①日 時 ： 令和2年7月22日 （水）

② 作業内容： 道路土工作業 【道路新築・改良工事】

③ 事故内容： 残土盛土上のバックホウが法肩に寄っていたので移動したところ、切り返し時に法
面から転落した。

④ 被害状況： 物損事故（死傷事故に繋がる可能性の高いもの）

事例2 建設機械の転倒、下敷、接触、衝突・物損事故

【事故発生原因】
バケット上部本体を移動する方向に向け
ず、視認性が悪いままで移動してしまった。
重機専任の誘導員・監視員がその場を離
れる場合のルールを詳細に決めていな
かった。



テールアルメから人力敷均し作業中に墜落して被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
ソイルセメントを堰堤に投入し、バックホウで
敷均した後、人力で敷均し作業を実施してい
た。

人力での敷均しの際、作業員が外部保護材
の止め金具につまずいて転倒し、外部保護
材の開口部から約８ｍ下の地面に転落した。

① 日 時： 令和2年9月11日（金）
② 作業内容： 敷均し作業（人力） 【砂防ダム工事】

③ 事故内容：堰堤越流部（JSｳｫｰﾙ構造）のソイルセメント敷均し作業中、外部保護材の止め金
具につまずいて転倒し、約8ｍ下の地面に転落した。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例3 墜落事故・労働災害

【事故発生原因】
施工幅が狭く、重機と人力で交互に敷均し
作業をする中で、開口部を背にした作業に
なってしまい、後方確認を怠った。
外部保護材の設置高が85cm以下であった
が、手すり等の転落防止措置がなかった。



既設短管撤去作業中に外れた短管の下敷きになり被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
工事用道路上のクレーン機能付きバックホウで
吊りながら既設短管（φ2,000㎜、長さ90㎝、重
さ1.4t）を継ぎ手から取り外す作業を行っていた。
工事用道路を通過するダンプトラックの支障と
なったため、作業の途中であったが玉掛けワイ
ヤーを外してバックホウと作業員を退避させた。
被災者は管の状況を確認するために1人で近づ
いたところ、継ぎ手との接続ボルトが全て取り外
されていた管が抜けだし、下敷きとなった。

【事故発生原因】
押輪ボルトを外したままにも係わらず、玉掛け
ワイヤーも外した不安定な状態であったこと

職長が作業員に対し退避するよう指示してい
たが、その指示が徹底されていなかったこと

①日 時： 令和 2年 9月 11日 （金）

② 作業内容： 既設短管鋼管撤去作業 【ボックスカルバート・管路工事 】

③ 事故内容： 既設短管鋼管φ2000mmの取り外し作業で、作業一時中断時に1人で管に近づき、
外れて落下してきた短管の下敷きとなり被災。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例4 倒壊事故・労働災害



除草作業中に飛んだ刈刃が作業員に当たり被災 （負傷事故：休業1日～3日）
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【事故発生状況】
堤防除草工の施工箇所を肩掛式除草機によ
る除草作業を５人で行っていた。被災者本人
が堤防除草中に、肩掛式草刈機の刈刃が石
に当たり刈刃が分離し、飛んだ刈刃の破片
が被災者本人の右肩に当たり切傷した。

事故当時は、14時10分の刈刃交換後から1
時間10分後の15時20分頃に発生した。

【事故発生原因】
事故が発生した現場に石等が点在している
ことの認識はあったが、通常の作業で大丈
夫と思い込みによる油断、軽視のため

被災者が安全（手順書の本作業）に対して
理解しているかの確認が不十分

①日 時： 令和2年9月28日 （月）

② 作業内容： 肩掛式除草機による除草作業 【維持修繕工事（河川） 】

③ 事故内容： 肩掛式除草機による除草作業中に刈刃が石に当たり刈刃が分離し、飛んだ刈刃
で作業員が被災した。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業3日）

事例5 工具等取り扱い・労働災害



大型土のう詰替え作業中に挟まれと転倒で被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
鋼製枠に黒色の空袋をセットし、白袋土のうを
吊り上げ、その下部側面にノコギリで穴を開け
詰材を落下させて詰め替え作業をしていた。

白袋の底部に別の穴を開けた時に吊り紐の１
本が破断し、作業員の方向に倒れかかり、白
袋と鋼製枠の間に右手首が挟まり、さらに漏
れ出た詰材が作業員にかかり転倒した。

【事故発生原因】
作業手順に係る資料は作成され、安全指示、
教育も実施されており、特に「吊り荷の下に
手を入れない」を注意事項としていたにもか
かわらず、作業員の大丈夫という思い込みに
よる油断、軽視のため

①日 時： 令和2年11月16日 （月）

② 作業内容： 大型土のう詰替え作業 【道路維持工事 】

③ 事故内容：大型土のう詰替え作業中に、大型土のうが落下して右手首を損傷。さらに漏れ出た
詰材が作業員にかかり、転倒して被災した。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例6 飛来、落下事故・労働災害



重機移動時の敷鉄板のズレによる被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
0.1ｍ3バックホウを0.7ｍ3バックホウで掘削内
に降ろした。 被災者はフック格納作業後に、オ

ペレータに合図をして旋回範囲外に出たが、
掘削箇所が気になり掘削箇所に近づいた。

重機が移動した際に敷鉄板の角がクローラー
部分に引っ掛かり、敷鉄板がズレて被災者に
接触し、そのはずみで掘削内部に転落した。

【事故発生原因】
掘削箇所に気を取られ、重機の動きに注意
できなかったことが原因

重機が敷鉄板を移動する時の敷鉄板のずれ
防止がされていなかったことが原因

①日 時： 令和2年11月20日 （金）

② 作業内容： 橋脚床堀部への重機吊り下ろし作業 【橋脚下部工工事 】

③ 事故内容：橋脚の床堀掘削作業で、床堀作業重機が移動した際に敷鉄板がズレて被災者に
接触し、そのはずみで被災者が掘削内部に転落した。

④ 被害状況： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例7 飛来、落下事故・労働災害



凍結防止剤保管庫の２階から墜落による被災 （死亡事故）
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【事故発生状況】
凍結防止剤保管庫の2階に作業員が上がり、
凍結防止剤散布車に凍結防止剤を投入する
ため、搬入口の扉を開けて準備を行っている
最中に1階の床面に落下した。
標準作業である投入口からの散布車への投
入方法でなく、搬入口から散布車へ投入しよう
とした。

【事故発生原因】
標準作業でない搬入口から投入しようとした
こと

搬入口の転落防止柵開口時に安全帯を使
用していなかったこと
単独作業になってしまい、作業手順や安全帯の
使用など複数による確認ができなかったこと

①日 時： 令和3年1月4日 （月）

② 作業内容： 凍結防止剤散布車に凍結防止剤を投入する作業 【維持修繕工事 】

③ 事故内容：凍結防止剤保管庫の2階に作業員が上がり、搬入口の扉を開けて準備を行ってい
る最中に1階の床面に落下した。

④ 被害状況： 作業員 1名死亡

事例8 墜落事故・労働災害
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重機事故のデータ分析（平成27～令和元年度SASデータより）

1

[重機事故の内訳]

[重機事故の対策]

重機の種類別事故発生状況（令和元年度）

被災者と重機の位置関係（平成27～平成元年度）

重機の動作状況別の事故件数の推移（平成27～平成元年度）

○ 重機事故に対しては、「バックホウ」作業の対策を
重点的に行う必要がある

○ 「安全の見える・聞こえる化」の推進として作業員
への注意喚起やICT技術による接触防止システムの普
及推進。旋回時に加えて「前進」や「後進」時の接
触防止対策も重要である。特に、前方はオペレータ
の視認任せで油断する傾向にある。

○ 立入禁止措置が実質的に困難な場合は、合図誘導者
の配置を徹底する

○ 作業員と重機オペレーターのコミュニケーション
（声掛け）が重要
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○ 土木用重機（バックホウ等）と作業員の接触が53.5%
と最も多い（令和元年度）

○ 被災者と重機の位置関係は、｢重機の側面｣よりは｢重
機の前方｣と｢重記の後方」での事故が多く、合図・
確認の不徹底、誤操作が原因と思われる

○ 重機の動作状況別の事故件数の推移において、 「旋
回操作中」の事故に比べて、 「前進」や「後進」の
事故発生比率が大きく、増加傾向にある。
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○ 最も多いのは「足場から」であり、次に「梯子から「窓、階段、開口部、床の端から」｢ガケ、斜
面から｣の順番で多い。（R元年度）

○ 「足場から」と｢梯子から｣「窓、階段、開口部、床の端から」を合わせると、墜落事故の38.1%を
占めることになる。

○ 「足場から」の墜落事故の保護具使用状況は、「安全帯を装着したが未使用」が60％であり、安
全帯を正しく使用していれば防げた事故が多い

○ 「足場から」の墜落事故の高さ区分では、0～2ｍ未満が21.4％、2～5m未満が28.6％、5～10m未満
が30.8％である。(グラフなし）

足場から

18.4%

梯子から

10.5%

窓、階段、開口部、

床の端から

9.2%

ガケ、斜面から
7.9%

その他の機械

設備から
6.6%

脚立、うまから

3.9%クレーン等から

2.6%

型枠、型枠支

保工から

1.3%

架設通路から

1.3%

橋梁から

1.3%

電柱から

1.3%

梁、母屋から

1.3%

踊り場から

1.3%

歩み板から

1.3%

その他
31.6%

装着したが未使用
60%

安全帯付け替え中
10%

未装着
20%

使用した
10%

墜落事故の場所別発生割合（令和元年度） 足場からの墜落事故時の保護具使用状況（令和元年度）

[墜落事故の場所別発生割合の内訳]
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[飛来・落下事故の内訳]

事故種類別の事故発生割合の推移（平成27～令和元年度）

○ 「クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの」が36.4%と最も多くを占める
○ 「用具、荷、取り付け前の部材等」が24.2%と次に多い
○ クレーン等で運搬中(吊り荷等)の間接的な原因として、「吊り荷の下に入る」「上下作業を行っ
ている」｢吊り荷が動揺する｣｢玉掛け作業時｣などが想定される。

クレーン等で運

搬中（吊り荷等）

のもの
36.4%

用具、荷、取り付

け前の部材等
24.2%
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9.1%

その他
30.3%
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丸太、角材、パネル等

の取り付け後のもの

その他

事故種類別の事故発生割合（令和元年度）



6 4 6 3 2
32 34 37 33 30

33
45 37 40 30

58
58 75

48 45

73
60 59

61 53

125
93 109 124 109

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27 H28 H29 H30 R1

年齢別死亡者数の推移（建設業）

60歳～

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

～19歳

536 460 438 414 386

2,209 2,258 2,309 2,325 2,362

2,801 2,642 2,523 2,536 2,402

3,206 3,160 3,212 3,292 3,197

2,927 2,715 2,781 2,815 2,875

3,905 3,823 3,866 3,992 3,961

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27 H28 H29 H30 R1

年齢別死傷者数の推移(建設業）
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年齢別の死傷者数の推移（平成27～令和元年）
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○ 一般には年齢が高いと経験が豊富だが体力や俊敏性の衰えが懸念されるため、現場の安全管理
体制を充実させ事故を防止する必要がある

[出典：厚生労働省 労働災害統計 「労働者死傷病報告」による死傷
災害発生状況（平成27～令和元年 確定値）]

建設業における年齢階層別死亡者数の推移建設業における年齢階層別死傷者数の推移

○ 過去5年間の年齢別の死傷者数及び死亡者数の推移は以下の通りである
・死傷者数の最も多いのは60歳以上である。
・10代の死傷者の割合は、就業者数の減少の影響もあるが、近年減少傾向を示している
・死亡者数は年度により異なるが、最も割合が多いのは60歳以上であり、次いで50歳代、40歳
代、30歳代の順である
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[時間帯別の傾向]

時間帯別の事故データ分析（平成27～令和元年度SASデータより）

○ 午前、特に11時台に事故発生のピークが出現し、午後は14時台に多くなる
○ 上記の傾向は労働災害、公衆災害に共通している
○ 夜間作業では、公衆災害で22時に小さなピークが発生する傾向がある
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[工事・作業進捗度別の傾向]

作業進捗度別の事故について（平成27～令和元年度） 工事進捗度別の事故について（平成27～令和元年度）

【作業進捗度別事故件数】
○ 作業初期段階（～10％）における事故件数が全体の2４％を占めており、飛びぬけて多い

【工事の進捗度別事故件数】
○ 工期の着手時（～10％）及び工期末（91～100％）における事故件数が全体件数の約26％を占めている
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[入場日別の傾向]

入場日別の事故データ分析（平成27～令和元年度SASデータより）

入場日数別の事故について（平成27～令和元年度）

○ 入場1週間で、全体の１／３の事故が発生
○ 特に初日の被災が突出している


